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著者 日下部尚徳 

内容 

舞台は、バングラデシュ。学校にも行かず、家事使用人として働く女の子たちがどのよう

な暮らしをしているのかという実情や、そもそも家事使用人となる理由、また幼い女の子

を雇う理由について書かれていました。 

また貧困に苦しむ親の立場からすると、家事使用人として娘が働ければ、今より良い生活

ができるのではないかという淡い期待もある現状があります。その期待につけ込み、雇用

条件をはっきりさせないまま口約束で契約する悪徳斡旋業者（ブローカー）もいる。バン

グラデシュの農村の女の子たちは、雇い主だけでなく、斡旋業者からも搾取の対象となっ

ています。 

幼い女の子を雇う 6 つの理由 

バングラデシュで家事使用人として働く子どもの数は 42 万人。この本によると、雇い主

が幼い子どもを好んで選ぶのには 6 つの理由があるという。 

①雇用契約のあいまいさを利用し、安く雇えること 

②世間体をとりつくろうための衣服や化粧品を与えずに済むこと 

③判断能力が十分でないため雇い主に従順になりやすいこと 

④プライバシーを気にすることなく、（幼い子どもは体が小さいので） 

わずかなスペースで生活できること 

⑤雇用家族の男性の恋愛対象にならないこと 

⑥大家族で育ってきたため、幼くても子守りができること 

 

私は家事使用人というものが存在していることに、まず初めに驚きました。また、その

仕事は大変な仕事であろうと想像していましたが、1 日 16 時間の長時間労働であるこ

とに加えて、想像をはるかに超えた過酷な環境であることに驚きました。  

ある国に限って、目を向けるのことも大切ですが、世界全体に目を向け、今なにが起き

ているのか、困難に立ち向かっている人はどういう生活をしているのかという現状を知

ることも大切だなと感じさせられました。また、国際協力という活動を通して、日本とは

どのような国であるかを見つめ直すいい機会になると思いました。 

 

 


